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京葉臨海コンビナートにおけるカーボンニュートラルグランドデザインについて

京葉臨海コンビナートでは、カーボンニュートラルの実現に向けて、

・ エネルギー分野では、非化石資源の使用

・ マテリアル分野では、化石資源を代替する炭素源として、

廃棄物（廃プラスチック等）、バイオマス、排ＣＯ２の活用 を基本に取組を進めていきます。

これらのうち、マテリアル分野については、目指すべき姿として別紙１－２のとおり、炭素循環

フロー図（イメージ）を整理しました。
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出展：公益社団法人化学工学会、国立大学法人東京大学教授 辻 佳子委員からの提供資料に基づき千葉県が作成
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別紙１ー１

※ 下図はイメージであり、京葉臨海コンビナートの将来を予断するものではない。
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マテリアル分野の炭素循環フロー図（イメージ）
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出展：公益社団法人化学工学会「カーボンインディペンデンス（炭素自立）ビジョン」（https://www.cn.scej.org/activity/grand_design_working/）に基づき千葉県が作成

吸収

焼却
製品への転換プロ
セスで生じるCO2

化成品

JET・軽油・
潤滑油

燃料製造

化学

鉄鋼

鉄

別紙１ー２


